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特色ある学校づくりを推進します特色ある学校づくりを推進します
第一小学校

押本純樹 校長

久朗津朋子 副校長

「元気が一番、一小パワー！」
を合言葉に、まずは「みんなで
遊べる学校」を、さらには、コ
ロナ禍の終息を願いつつ、無理
なくマスクを外して「みんなで
歌える学校」を目指します。ヤ
ギのハッピーとココア、ウサギ
のきなこも大切なみんなです。

第九小学校

吉成かおる 校長

白井賢一郎 副校長

小規模の学校ならではのよさ
を生かし、異学年交流を中心
に、人と人とのつながりを大切
にした教育活動を行います。

また、「まちづくり」学習の中
で探究心や実行力を育ててまい
ります。保護者や地域の皆様の
ご支援をよろしくお願いします。

第一中学校

島田治 校長

渡邉泰祐 副校長

開校７７年目を迎えました歴史
と伝統のある第一中学校です。
今年は昨年度まであまりできな
かったボランティア活動に多く
の生徒たちを参加させたいと考
えています。地域とともに歩む
第一中学校を今年度もよろしく
お願いいたします。

第三中学校

飯星健司 校長

松井敏孝 副校長

本校の教育目標は「学ぶ三
中」「思いやる三中」「鍛える三
中」の３つです。

ゼロカーボンシティチャレン
ジ校、ＩＣＴ教育やＮＩＥ教育
等を推進し、地域と協働して、
生徒の良さをさらに伸ばす学校
を目指します。

第三小学校

佐々木琢 校長

田島照久 副校長

丘の上に立つ学校が、開校６１
年目を迎え、次の１０年へ歩みは
じめます。温かい地域の皆様と
ともに、学校を核とした地域づ
くりを推進するため、持続可能
な社会の創り手を育むための教
育の充実を目指します。

雷塚小学校

高瀬隆太郎 校長

古井進 副校長

東京都教育委員会人権尊重教
育推進校の指定を受け、今年度
も人権教育を推進していきま
す。自分を大切にする子、他の
人も大切にする子を育てていき
ます。１２月１５日に研究発表をし
ます。よろしくお願いいたしま
す。
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施設一体型小中一貫校施設一体型小中一貫校

小中一貫校村山学園

小中一貫校大南学園小中一貫校大南学園
第七小学校 第四中学校

施設隣接型小中一貫校施設隣接型小中一貫校施設隣接型小中一貫校施設隣接型小中一貫校

施設一体型小中一貫校施設一体型小中一貫校

川口周作 校長
（大南学園副学園長）

平木なおみ 副校長

清水実 校長
（大南学園学園長）

福泉宏介 副校長

井内潔 統括校長

田村秀明
副校長

志村雅巳
統括副校長

西伸一郎
副校長

今年度は、創立５０周年を迎え
ます。小中一貫校の大南学園と
して、教育活動のより一層の連
携と発展を進めていきます。地
域の中の学校として、地域・保
護者との連携・協働による教育
を目指していきます。よろしく
お願いいたします。

義務教育９年間での系統的・継続的
な指導をとおして、「人間力」の育成を
目指しています。児童・生徒自ら物事
をよく考え創造し、判断して行動でき
る力を身に付けさせます。小中連携や
異学年交流を更に充実させます。

第二小学校

井口洋 校長

赤坂弘樹 副校長

『スマイル＆チャレンジ』『A
当たり前のことを、B バカにし
ないで、C ちゃんとやる』を
モットーに、「児童と教師が自分
らしく生き生きと学び、ともに
成長し、一人一人が明るく輝く
学校」をつくっていきます。

地域の皆様と協力して、まち
づくり学習を展開できるようが
んばります。

第八小学校

牧一彦 校長

東高央 副校長

八小校長１３年目になります。
令和５年度は特に「学力向上」
に力を入れて取り組んでまいり
ます。そのために全校で算数と
漢字学習で期末テストや進級・
卒業検定を行い、全員合格を目
指します。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

大南学園は地域の宝である子
供たちを小中の９年間を通し
て、確かな学力、健やかな心と
体を育んでいます。そして第四
中学校は９年間の最後に立派に
巣立っていけるよう地域や保護
者、関係機関と手を携え子供た
ちの成長を支えていきます。

第十小学校

中村清敬 校長

今井一馬 副校長

本校は、令和５年度から「学
級活動」の研究に取り組み、学
級づくりにも力を注ぎます。
「スマイル＆ポジティブ」に、
『子供と大人がいつも寄り添

い、共に学び、一人一人が成長
を実感できる学校』を目指して
まいります。

第五中学校

榎戸千代子 校長

二階堂裕文 副校長

今年度は教育目標にある「互
いに助けあい思いやりのある生
徒」に重点を置き、「あいさつと
感謝の気持ち」を大切にする学
校をつくります。また、チーム
五中として保護者や地域の皆様
との連携をより一層深め、「一人
一人が輝く学校」を目指しま
す。
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令和５年度　武蔵村山市教育委員会の 令和５年度　武蔵村山市教育委員会の 
基本方針に基づく主要施策・主要事業基本方針に基づく主要施策・主要事業

教育委員会では、「第三次教育振興基本計画」を踏まえ策定した「武蔵村山市教育委員会基本方針」に基づ
き、「令和５年度の主要施策・主要事業」を次のとおり定めました。

学 校 教 育

【ＤＸの推進】
ＧＩＧＡスクール構想に係る1人1台端末をはじめとしたＩＣＴ機器や高速大容量通信ネットワークを最大

限活用します。
更なる教育の質の向上や市民の利便性向上のため、教育委員会及び学校において、ＤＸ（デジタルトランス

フォーメーション）を推進します。
【学校規模適正化の推進】

児童・生徒にとって望ましい教育環境を確保していくため、市内の人口動向や児童・生徒数の実態、学校規
模等を考慮しながら、学校規模等適正化基本方針を改定します。
【計画的な学校施設・設備改修の推進】

「公共施設等総合管理計画」に基づき策定された「学校施設長寿命化計画」に沿って、適正な教育環境を維
持・改善するため、児童・生徒の安全に考慮しながら、学校施設・設備改修の推進に努めます。また、学校施
設の照明器具をＬＥＤ化することによる省電力化など、脱炭素社会の実現に貢献する取組を推進します。
【安全・安心な教育環境の整備】

登下校時における安全確保、学習活動等における安全対策、学校施設・設備等の安全点検、安全・安心な学
校給食の提供、アレルギー疾患への対応等、「学校危機管理対応マニュアル」に基づき、迅速かつ的確に対応
できる危機管理体制の確立に努めるとともに、新型コロナウイルス感染症などの感染症対策を含む衛生管理を
引き続き行います。
【人権教育・道徳教育の推進】

いじめはどの学校でもどの子供にも起こり得るとの認識の下、「いじめ撲滅宣言」の趣旨を踏まえ、いじめ
を許さない、見逃さない指導を徹底させるとともに、思いやりの心を育み、あらゆる偏見や差別をなくすため
に、教育活動全体を通じて人権教育・道徳教育を推進します。
【確かな学力の定着・体力の向上】

子供たちの基礎的・基本的な知識・技能の習得と言語能力の向上を図るための指導を充実させ、学習意欲の
向上及び学習規律の確立を図り、学力向上策を総合的に推進するとともに、体力向上策を総合的に推進しま
す。
【特別支援教育の充実】

「第五次特別支援教育推進計画」に基づき、特別な教育支援や発達支援が必要な子供一人一人に対し、連続
性のある適切な指導と必要な支援が行われるようにするとともに、特別支援教室における指導の充実を図りま
す。また、新たに中学校に開設した自閉症・情緒障害特別支援学級を活用するとともに、西部地区小学校にお
ける特別支援学級（固定学級）の設置に向けて、開設準備委員会を開催し、検討を進めます。
【小中一貫教育の推進】

義務教育９年間を通して、系統的・継続的な教育活動を全校で展開するため、目指す子供の姿を保護者・地
域と共有し、コミュニティ・スクールの機能を生かした連携を一層推進し、地域とともに進める小中一貫教育
の充実に努めます。
【（仮称）防災食育センターの整備と小学校学校給食調理等業務の民間委託】

老朽化した市立学校給食センターに代わる施設として、「防災まちづくり構想」に基づき、災害時は応急給
食等を行う防災拠点として稼働し、平常時は学校給食の提供等を行う「（仮称）防災食育センター」の整備事
業を推進し、小学校学校給食調理等業務の民間委託の実施に向け、事務を進めます。



小学校名 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 特別支援
学級 合計 中学校名 1学年 ２学年 ３学年 特別支援

学級 合計

一小 52（2） 43（2） 50（2） 61（2） 54（2） 52（2） 55（8） 367（20） 一中 192（6） 181（5） 190（5） 20（3） 583（19）

二小 58（2） 62（2） 62（2） 66（2） 53（2） 68（2） 369（12）村山学園中学部 41（2） 59（2） 43（2） 49（7） 192（13）

三小 57（2） 56（2） 73（3） 55（2） 70（2） 70（2） 381（13） 三中 103（3） 125（4） 108（3） 336（10）

村山学園
小学部 64（2） 59（2） 55（2） 55（2） 58（2） 56（2） 347（12）大南学園四中 92（3） 104（3） 120（3） 316 （9）

大南学園
七小 101（3） 116（4） 106（4） 109（4） 88（3） 100（3） 620（21） 五中 170（5） 192（5） 212（6） 574（16）

八小 112（4） 114（4） 107（4） 110（4） 117（3） 117（3） 677（22）

九小 49（2） 48（2） 37（2） 48（2） 34（1） 46（2） 262（11）

十小 57（2） 62（2） 66（2） 78（3） 79（2） 95（3） 437（14）

雷塚小 42（2） 33（1） 30（1） 37（2） 40（1） 54（2） 44（6） 280（15）
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令和５年度　武蔵村山市立小・中学校 児童・生徒数（学級数）令和５年度　武蔵村山市立小・中学校 児童・生徒数（学級数）  令和５年４月７日現在令和５年４月７日現在

生 涯 学 習

【生涯学習の推進】
「第五次生涯学習推進計画」に基づき、生涯学習情報の提供や学習機会の充実を図り、「いつでも」「どこで

も」「だれでも」自発的に学習活動や表現活動のできる環境づくりを推進します。
【家庭教育の支援】

家庭は教育の根本であることから、子育てにおける家庭教育に限らず、幅広い世代を対象として、基本的な
生活習慣や生活能力、社会的マナーなどの重要性についての普及啓発活動に努めるとともに、知識や技術の習
得を図るため家庭教育等の講座を充実させます。また、事情により家庭での学習が困難又は、学習習慣が十分
に身に付いていない児童・生徒を対象に、地域住民等の協力により「地域未来塾」事業を推進し、学習支援を
実施します。さらに、放課後に子供たちの安全で安心な居場所を確保するため、「放課後子供教室」を継続実
施するとともに、放課後子ども総合プランに基づき、学童クラブとの一体型の運営を推進します。
【文化財の調査、保護・活用】

市内に残る文化財の保護や調査を実施し、文化財の適正な保護・保存に努めるとともに、歴史民俗資料館及
び分館収蔵資料の展示・公開や歴史講座等を実施し、文化財保護思想の普及啓発を促進します。
【スポーツの推進】

「スポーツ都市宣言」の理念を踏まえ、スポーツ・レクリエーション事業の拡充を図り、賑わいと活力ある
まちづくりを進め、市民の健康・体力づくりの推進に努めます。「第二次スポーツ推進計画」に基づき、地域
の現状や市民のニーズを的確に捉えながら、生涯スポーツ施策の総合的かつ計画的な推進を図ります。
【図書館運営の充実】

「第四次子供読書活動推進計画」の基本目標である「すべての子供が、みずから読書に親しむまち武蔵村山」
を実現させるため、楽しみながら自主的に行う読書活動のための環境整備を充実させるとともに、学校図書館
との更なる連携を図ります。
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田
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（
第
九
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校
）

福
田
　
桃
恵
（
第
十
小
学
校
）

石
垣
　
里
菜
（
雷
塚
小
学
校
）

赤
岸
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山
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小
）
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（
村
山
学
園
中
）

梅
田
　
春
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（
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山
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中
）

平
澤
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（
大
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）
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瀬
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一
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第
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中
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）
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学
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（
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校
）
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遼
明
（
第
五
中
学
校
）

児童数計　3,740人　　生徒数計　2,001人
※　通級指導学級及び特別支援教室は合計に含めない。


